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カムログインプラントシステムの
システム情報

カムログインプラントシステム
カムログインプラントシステムは、長年の臨床経験とラボでの経験に基づ

いた、ユーザーフレンドリーな補綴主導型のインプラントシステムです。

カムログ製品は、最新の技術的基準に合わせて絶えず改良されています。

カムログインプラントシステムは、カムログ研究開発チームと、歯科医院・

大学および歯科技工士とのコラボレーションにより開発・製品化が継続的

に進められており、最新の技術開発にも対応しています。

カムログインプラントシステムは、多くのデータによって科学的に実証さ

れたシステムです。広範なパラメータ、例えばインプラント表面性状、イ

ンプラント埋入のタイミング、インプラント負荷時期、初期固定、連結デ

ザイン及び上部構造のタイプ等が、数多くの研究によって裏付けられてい

ます。長期予後試験においても優れた結果が得られています。

留意点
これから述べるカムログインプラントシステムに関する説明は、すぐにお

使いになられることを想定したものではありません。ご使用を開始される

際は、カムログインプラントシステムの扱いに熟練したエキスパートの指

導を仰ぐことを強く推奨いたします。カムログインプラントおよびアバッ

トメントの使用は、本システムの訓練を受けた歯科医師、口腔外科医およ

び歯科技工士に限られます。カムログでは適切な講習会および研修会を定

期的に開催しています。治療法の誤りは、インプラントの脱落やインプラ

ント周囲骨の重大な損失を招く恐れがあります。
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システムイントロダクション

これは、習慣的な咬頭嵌合で約 1mm2 の横方向の自由な動きを可能にする

表面積約 1mm の前方咬合領域で実現することができます。これによって、

歯牙咬頭が後方咬合位置（中心咬合位）と最大咬合位との間をスムーズに

移動できるようになり、これはフリーダムインセントリックと呼ばれます。

事前に大臼歯状の形態にすることと組み合わせることによって、過剰負荷

を防ぐことができます。過剰に強力な歯列ならびに、垂直方向の咀嚼力に

よるインプラント／対咬歯軸への生理学的影響を考慮して、歯牙咬頭の過

剰な形成は避ける必要があります。個々のインプラントのクラウン修復の

誘導機能によって、過剰に強力な横方向の力が生じる場合がありますが、

これも避けなければなりません。ワックスアップなどであらかじめ適切な

計画を立てることが必要です。

近年インプラント補綴は歯科医療に不可欠なものとして確立されてきまし

た。患者サイドの期待と要望は確実に大きくなっています。従って、現在の

インプラント治療のコンセプトはその究極の目標として、審美・機能・

発音を含んだ心理社会的なリハビリテーションでなければなりません。

このことは、外傷で切歯を 1 本喪失したケースから、残存歯に歯周疾患の合

併症があるような複雑な治療、あるいは重度に吸収した上下顎の治療に到る

まで同様に当てはまるものです。

品質と専門性に対する要求の高まりは、チームメンバーの知識と経験を集約

する総合的なチームアプローチが必要であることを意味しています。近年の

インプラント修復は、細部への高度な配慮と臨床経験が求められます。この

ことは、補綴医、外科医、歯科技工士、歯科衛生士およびチェアサイドアシ

スタントなどのコ・デンタルスタッフすべてに当てはまります。カムログの

チームコンセプトでは、これらすべての要求が考慮されています。チームメ

ンバーによる合同の治療計画の後、治療の順序を構築し、明確に定義した特

定の手順が個々のチームメンバーに割り当てられます。

インプラントの補綴修復は、治療計画と製作に関して可能な限りシンプルか

つ安全に設計する必要があります。必要なインプラントの本数ならびにイン

プラントの長さおよび直径は、後に計画される修復と骨のインプラント埋入

部位に基づいて決定されます。インプラント埋入前の計画では、補綴からの

要求のみが重視されます（バックワードプランニング）。

補綴修復物の製作には、患者のことを第一に考えます。それは患者のニーズ

と希望がフォーカスおよび考慮されていなければなりません。また、解剖学

的関係および状態を考慮に入れることも必要です。天然歯は、歯周組織によっ

て弾性的に歯槽骨に接合していますが、インプラントは、骨とのオッセオイ

ンテグレーションによって歯槽骨に固定されます。それゆえにクラウン・ブ

リッジ修復物に加わる咀嚼力は、骨に直接伝達されます。このため咀嚼力は、

インプラントの長期的成功が得られるように、適切な咬設計を通して得られ

る生理学的プロセスによって反映される必要があります。

インプラント補綴に関する一般的な情報

リコール

維持装置のついたフルデンチャーは装着後３か月ごとの経過観察が必要で

す。補綴物に於いて支障が発生した場合、適切な対応（咬合調整、ラメラ

リテンションインサートの調整及び交換、裏装）を早急に施すことで解決

することができます。

口腔衛生状態の良い患者に対しては機能および口腔衛生の経過観察の間隔

を考慮することは可能ですが、悪い患者に対しては、口腔衛生とデンチャー

のケアに関して再び喚起および指導が必要です。

カムログインプラントシステムでは適切な講習会および研修会を定期的に

開催しています。治療法の誤りは、インプラントの脱落やインプラント周

囲骨の重大な損失を招く恐れがあります。
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システムイントロダクション

カムログインプラントシステムにはインプラント支持のフルデンチャーのさ

まざまな形態に対応できる固定用のアバットメントがラインアップされてい

ます。これらのアバットメントは上段のねじ部分でインプラント体と連結す

る様式になっています。

カムログ ブリッジ用アバットメントおよびボールアタッチメント
ブリッジ用アバットメントおよびボールアタッチメントには根尖部にスレッ

ドが付与されており、カムログインプラントおよびインプラントアナログの

上段部分の内ねじに装着できるようになっています（3.3 ㎜は下段部分）。ア

バットメントのインプラントへの装着は所定の器具を用いてインプラント

ショルダー部分に最後まで締め込みます。

カムログインプラント -アバットメントコネクション

スレッドによる連結方式のため、アバットメントにはカム機構が付与されて

いません。

アバットメント ( スクリュー式 )

例：Ø 4.3 ㎜ボールアタッチメントをスクリューインプラントに装着した状態

上段の内ねじ部分

下段の内ねじ部分

ボールアタッチメントブリッジ用アバットメント

カムログインプラント



インプラントオーバーデンチャー

7

例：ユニバーサルアバットメントをスクリューインプラントに装着した状態

ユニバーサルアバットメントおよびUCLA アバットメント
ユニバーサルアバットメントならびに UCLA アバットメントはテレスコープ

クラウンのベースとしても使用できます。このアバットメントにはチューブ

インチューブコネクションおよび３つの対象に位置したカムが付与されてい

ます。

アバットメント挿入時、アバットメントのチューブ部分がガイドとなり縦軸

方向へのシンプル、安全かつ容易な挿入と位置取りができ、３つのカムがイ

ンプラントショルダー部分にあたります。

次いでカムがインプラントおよびインプラントアナログのグルーブにかみこ

む感触が得られるまでアバットメントを回転させ陥合させます。その状態が

アバットメントの最終位置です。そして、ヘックススクリュードライバーを

使用して既定のトルクにてアバットメントスクリューの最終締め付けを行い

ます。

ユニバーサル
アバットメント

ユニバーサル
アバットメント PS

アバットメントの挿入

グルーブ /カムデザイン

アバットメントスクリュー

カムログインプラント
インプラント内部
のアバットメント
ガイド部分

J
J のタイプのカムがつ
いています

UCLA
アバットメント
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PS

システムイントロダクション

プラットフォームスイッチングタイプのアバットメントは審美領域における

軟・硬両組織をサポートするために選択されます。インプラントのプラット

フォーム部の直径に比べて PS 用アバットメント基底部が小さくなっている

ため、インプラントのプラットフォーム上でインプラントとアバットメント

の接合面がインプラントの中心方向へシフトされます。

プラットフォームスイッチング用（K- シリーズ）の
ユニバーサルアバットメント PS

プラットフォームスイッチング用のユニバーサルアバットメント PS(Ø 4.3mm)

重要事項
・ すべてのプラットフォームスイッチング用の部品には PS の表示 と Kか

   ら始まる商品番号が付与されています。

・プラットフォームスイッチングでテレスコープテクニックを選択する

　場合はスクリューインプラント K- シリーズとユニバーサルアバットメ

　ント PS の組み合わせのみが可能です。

・ スクリューインプラント K- シリーズ（商品コードが K で始まります）

   には J の商品コードのついたユニバーサルアバットメントおよびUCLA

   アバットメントは使用できません。詳しくはお問い合わせください。
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カムログインプラントシステムの各パーツにはわかりやすいようにインプ

ラントの直径に合わせたカラーコードが施されています。

例えば、インプレッションポストとインプラントアナログを使用する際に

は、お互いの直径が一致していることをカラーコードにて確認する必要が

あります。カラーコード（直径）の異なるパーツを装着して使用しないで

ください。

カラーコード

カムログの外科及び補綴パーツのカラーコード

カラー　　　　   直径　　　　　

グレー　　　           3.3 mm

イエロー　　　       3.8 mm

レッド　　　           4.3 mm

ブルー　　　           5.0 mm

グリーン　　           6.0 mm
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補綴修復のプランニング

近年のインプラント補綴はバックワードプランニングと呼ばれ、治療の最終

的な目標（ゴール）を基準にして進めていくように計画されます。特に補綴

的に最適な位置に対して、インプラント治療に先立って必要な骨量をグラフ

トなどによって確保する際等に有効です。

技工サイドで作成されたワックスアップ /セットアップをもとに、機能、発音、

および衛生の観点における補綴主導型のインプラント埋入位置とサイズの決

定が必要です。補綴のデザインならびにインプラント埋入位置軸方向は、歯

科医師と歯科技工士の密接な連携によって決定され治療選択肢に関する情報

をお互いに共有している必要があります。この過程では両者が治療オプショ

ンを十分に理解しておくことが必要です。

診断用模型、ワックスアップ /セットアップ
カントゥアおよび歯茎のサイズ、前庭のひだ、および臼後部位の口腔内の解

剖学的形態を表すために診断用模型を使用します。ワックスアップにおける

補綴物の計画を再現するため、フェイスボウと中心咬合位のバイトを用いて

調節性咬合器に装着します。計画した補綴の結果やインプラントポジション、

そして歯茎部のカントゥアが考慮されます。

シリコンインデックスを用いたサイズの決定
ワックスアップをもとに作成されたシリコンインデックスを診断用模型に使

用し、フルデンチャーのプランニングおいての必要なスペースを表していま

す。シリコンインデックスは歯列弓全体の舌側から唇側/頬側すべてをカバー

してください。硬化後は、切歯または咬合正中線に沿って分割します。セッ

トアップを取り除いた後、対応するどちらか一方のシリコンインデックス（頬

側または口蓋 / 舌側）によって補綴修復に必要なスペースが示されます。シ

リコンインデックスはさらに最適なインプラント埋入位置、角度のアライメ

ントそして使用するアバットメントの種類の決定にも使用されます。

上下顎の関係について
上下顎の関係は荷重方向に影響を与えるため、インプラントの軸方向にも影

響します。クロスバイトの状態では特に重要です。

はじめに

CT プランニングチューブを用いた X線 / ドリリングテンプレート
診断用模型をもとに製作されたプランニングテンプレートに X 線画像上での

インプラントの理想的な埋入位置の基準点を表すために CT プランニング

チューブが埋め込まれます。この CT プランニングチューブは 2 つのパーツ

で構成され、チタン製であるため CT 撮影時にアーチファクトが生じにくく

なっています。下部パーツはテンプレートの中に重合時に残り、上部は着脱

が可能です。X 線による診断時には上下とも接続した状態で使用し、手術時

には上部分のみ取り外すことができます。ソフトウェアに応じて、CT プラン

ニングチューブまたはその他のX線造影性のあるポジショニング用の材料（ス

チール・硫酸バリウムなど）を装着します。CT プランニングチューブを直接

歯肉にあたるように装着すると、CTスキャン時に歯肉の厚みが測定できます。

詳細に関しては、各システムのマニュアルを参照してください。

CT プランニングチューブに代わる方法として、カムログガイドシステムで製

作されたサージカルガイドを使用して埋入窩の形成からカムログスクリュー

インプラントの埋入までが可能なカムログガイドを使用することもできます。

詳細に関しては、カムログガイドシステムの使用説明書をご覧ください。

10 mm

テンプレート作製用ドリル
直径 2.6 mm
A2050.2600

直径 2.0mmパイロットドリル用
CTプラニングチューブ
A2002.2000

直径 2.5 mm ( 外径 )

4 mm

直径 2.1mm 
( 内径 )
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アンカーオプション
補綴物のプランニングにおいても歯科医師と歯科技工士は協力し、以前の修

復物を考慮した上で、ブリッジ用アバットメント、ボールアタッチメントま

たはユニバーサルアバットメントを使用してのテレスコープクラウンなどの

アンカーオプションも視野に入れることも必要です。

先に作成したシリコンインデックスを模型上で使用して適切なアバットメン

トの選択を行います。インプラントの軸方向、長さ、直径、そして歯肉の高

さを必ず考慮します。

推奨されるアバットメントの選択

ブリッジ用アバットメント
無歯顎症例における２および４歯またはそれ以上のインプラント支持による

フルデンチャー。既成またはカスタムメイドによるバー構造体。

ボールアタッチメント
上下無歯顎における弾性のあるアンカーで接線回転を確保した２歯のインプ

ラント支持によるフルデンチャー。上下無歯顎におけるアンカー４歯のイン

プラント支持によるフルデンチャー。

ユニバーサルアバットメント
上下無歯顎におけるテレスコープタイプアンカーのインプラント支持による

フルデンチャー。

J
J のタイプのカムがつ
いています

UCLA アバットメント
上下無歯顎におけるテレスコープタイプアンカーのインプラント支持によ

るフルデンチャー。



K2109.3800          K2109.4300       K2109.5000      K2109.6000

インプラントオーバーデンチャー

12

インプレッションポスト オープントレー用
商品コード K2121.3300         K2121.3800          K2121.4300       K2121.5000      K2121.6000

インプレッションポスト PS  オープントレー用
商品コード

インプレッションポスト クローズドトレー用
商品コード K2110.3300         K2110.3800          K2110.4300       K2110.5000      K2110.6000

インプレッションポスト PS クローズドトレー用
商品コード

印象採得の方法

インプレッションポスト クローズドトレー用およびオープントレー用はスク

リューインプラント K- シリーズおよびルートフォームインプラントに使用す

ることができます。

印象採得に関する詳細はカムログインプラントシステム　印象採得・咬合採

得・暫間補綴インストラクションマニュアルを参照してください。

注記
オープンまたはクローズのインプレッションポストを使用してインプラ

ントレベルでの印象採得を行った場合は、カラーコードを参考に同径の

インプラントアナログを選択して模型を作製してください。

K2119.3800          K2119.4300       K2119.5000      K2119.6000

オープントレー用インプレッションポストは印象材の中に取り込まれます。

インプレッションポスト クローズドトレー用 (PS も同様）にはトランスファーキャップを装着して使用します。

インプラントレベルでの印象採得
オープンまたはクローズのインプレッションポストを使用して、印象採得を

行います。これらのインプレッションポストはカラーコードされ、スクリュー

が付属しており、ヘックススクリュードライバーを使用します。

注記
ユニバーサルアバットメント PS を使用してテレスコープテクニックによ

る修復物作製のための印象採得には、インプレッションポスト PS オープ

ントレー用またはクローズドトレー用を使用してください。
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インプラントアナログ
商品コード J3010.3300         J3010.3800          J3010.4300       J3010.5000      J3010.6000

インプラント
アナログ

インプレッションポスト
( クローズドトレー用 )

スクリュー
トランスファーキャップ

ガイド溝

13

模型の作製

模型の作製（クローズドトレー）

インプラントアナログを使用した模型の作製
石膏模型の作製の際にはインプラントアナログを使用します。インプラント

アナログはインプレッションポスト（オープンまたはクローズドトレー用）

と連結させ、ヘックススクリュードライバーを使用して手締めします。

作製準備
印象採得後、トランスファーキャップは印象材に取り込まれます。

インプレッションポストは模型作製時に、同径のインプラントアナログと連

結します。

ヘックススクリュードライバーを使用して手締めします。

連結したインプレッションポストとインプラントアナログを印象材の中のト

ランスファーキャップに戻します。この際、インプレッションポスト先端部

のガイド溝がトランスファーキャップの凸部に正確に合うようにしてくださ

い。また、接着性の材料の使用は絶対にしないでください。

インプラントアナログの根
尖部分には維持形態が付与
されています
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模型の作製

模型の作製
印象を用いて石膏模型を作製します。その際、インプレッションポストのス

クリューは緩めず、石膏が硬化後、印象を取り外して、インプラントアナロ

グからインプレッションポストのスクリューを取り外します。

ヒント：
模型作製の際はジンジバマスクを装着することを推奨します。周囲の歯肉は

弾性を有しており、特に歯肉下のクラウン辺縁部と審美エリアの修復を忠実

に表しています。これによってクラウン輪郭の理想的なデザインが得やすく

なります。

ヒント：
インプレッションポストを使用して咬合採得を行った場合、石膏模型から印

象を取り外した後、インプレッションポストにバイトレジストレーション

キャップを取り付け、模型を咬合器に装着することができます。

注記
インプレッションポスト PS クローズドトレー用を用いた印象およ

び咬合採得や模型の作製はスタンダードのタイプの場合と同様で

す。

バイトレジストレーション
キャップ
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オープントレー法

作製準備
印象採得後、オープントレー用インプレッションポストを印象に残したまま

にします。

オープントレー用インプレッションポストをインプラントアナログに装着し

ます。そして、ヘックススクリュードライバーを使用してスクリューを手締

めします。

模型の作製
印象を用いて石膏模型を作製します。石膏が硬化後、インプラントアナログ

からインプレッションポストのスクリューを取り外し印象を取り外します。

ヒント：
模型作製の際はジンジバマスクを装着することを推奨します。周囲の歯肉は

弾性を有しており、特に歯肉下のクラウン辺縁部と審美エリアの修復を忠実

に表しています。これによってクラウン輪郭の理想的なデザインが得られや

すくなります。

注記
インプレッションポスト PS オープントレー用を用いた模型の作製

はスタンダードのタイプの場合と同様です。
完成した作業模型
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模型の作製

模型用マージントリマーチップ
模型作製時にジンジバマスクを形成しなかった場合、専用のトリマーチップ

を用いてエマージェンスプロファイル部分を再加工することができます。イ

ンプラントアナログのショルダー部分を露出することによって、確実にア

バットメントを装着することができます。

その他付属品

模型を作製した後、インプレッションポストを取り外します。この段階では

ショルダー部分の石膏を取り除かなくてはアバットメントを装着することが

できません。
下まで完全に回転させると、マージントリマーチップはインプラントアナ

ログのショルダーの高さに位置します。

ヘックススクリュードライバーでガイドピンを取り外した後、インプラン

トアナログにアバットメントを挿入します。

ユニバーサルハンドルにマージントリマーチップを装着します。ヘックス

スクリュードライバーを使用してガイドピンをインプラントアナログに取

り付け、マージントリマーチップを挿入し、時計回りに回して石膏を削り

ます。

マージントリマーチップ
Ø 3.3/3.8/4.3/5.0/6.0 mm 

ガイドピン
各径に応じてカラーコード化
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はじめに

正確な顎位関係の模型へのトランスファーには、バイトレジストレーション

ポストショートを使用することができます。このポストは各径毎にカラーコー

ドされ、ポスクリューが内臓されているポストおよびバイトレジストレーショ

ンキャップから構成されています。

咬合採得には 2通りのオプションがあります。

・  オプション A　バイトレジストレーションキャップを使用しての咬合採得

・  オプション B　キャップを使用せず、ポスト同士を連結させての咬合採得

口腔内の限られたスペースにも対応するため、バイトレジストレーションポ

ストショートのインプラントショルダー部からの高さは 8.1ｍｍで、アバッ

トメントやインプレッションポストに比べて短くなっています。また、バイ

トレジストレーションポストショート同士を連結して 20°までの傾斜の咬合

採得が可能です。

バイトレジストレーションポストショートはインプラントショルダー部との

接合部分に向かうにつれテーパー形状が施されており、プラットフォームス

イッチングにも対応できます（3.3mm除く）。

咬合採得

バイトレジストレーションポストショート
商品コード

バイトレジストレーションポストショート

固定スクリュー

バイトレジストレーションキャップ付

インプラント直径

J2140.3300 

3.3mm                       3.8mm                       4.3mm                     5.0mm                       6.0mm

PH: 補綴部分の高さ 8.1ｍｍ

インプラントショルダー部

テーパー形状 

バイトレジストレーションポストショート 

PH 8.1mm                       8.1mm                       8.1mm                      8.1mm                      8.1mm
PH : インプラント接合部分から上部までの高さ（補綴部分の高さ）　※注記： バイトレジストレーションポストショートØ3.8/4.3/5.0/6.0 ｍｍはプラットフォームスイッチングにも使用できます

J2140.4300*J2140.3800* J2140.5000* J2140.6000*

バイトレジストレーションキャップ
商品コード

バイトレジストレーションキャップ（5ヶ入）

インプラント直径

J2112.3300 

3.3mm                       3.8mm                       4.3mm                     5.0mm                       6.0mm

J2112.4300J2112.3800 J2112.5000 J2112.6000

重要事項
咬合採得に使用する部品はすべて単回使用で、加工して使用しないでく

ださい
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咬合採得

バイトレジストレーションポストは、インプラントによる顎位の関係の測定

や模型へのトランスファーの際に使用します。また、バイトレジストレーショ

ンキャップを装着して、またはスプリントして一体型のバイトレジストレー

ションポストとして使用できます。

オプション A
バイトレジストレーションキャップを使用しての咬合採得
事前にインプラント体内部を清掃し、バイトレジストレーションポスト

ショートを連結させ、ヘックススクリュードライバーにて手締めします。

カラーコードを確認し、バイトレジストレーションキャップをポストに装着

し咬合のチェックを行います。キャップの装着は、指の触感で確認すること

ができます。

そして通常の咬合採得の材料を用いて顎位の採得を行います。接着材等で咬

合採得時にキャップを固定しないでください。

使用方法
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咬合採得、バイトレジストレーションキャップ、バイトレジストレーション

ポストショート（スクリューを緩めて）を取り外し、これらすべてのパーツ

をラボサイドへ渡して下さい。

バイトレジストレーションポストショートを模型内の同径のインプラントア

ナログ（カラーコードにて確認）にスクリューで固定し、バイトレジストレー

ションキャップを装着します。バイトをキャップ上に位置し、対合の顎模型

をバイトにセットし咬合器にマウントします。

ヒント：
状況によってバイトレジストレーションポストが使用できない場合、ジンジ

バフォーマーシリンダータイプ GH 6ｍｍ使用することができます。その際、

ラボサイドには径、位置、ジンジバフォーマーの高さを記録し、同じサイズ

のジンジバフォーマーを送付してください。

オプション B
キャップを使用せず、ポスト同士を連結させての咬合採得
印象採得から模型の作製の後、バイトレジストレーションポストをインプラ

ントアナログに装着し、作業模型上にてポストの連結（スプリント）を行い

ます。適切な材料を使用してポスト同士を連結します。この際、スクリュー

ホール部分が隠れないように気を付けます。

ヒント：
大きなケース（無歯顎や多数歯欠損）の場合に起こる歪み等を回避するため

インプラントとインプラントの間のバイトを外し、そしてインプラントに接

続した後、口腔内で適切な材料を使用して一旦切断し（セパレーション）、

再度連結することを推奨します。
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咬合採得

一旦、バイトが作製できたら、口腔内に装着し、ヘックススクリュードライ

バーでスクリューを手締めして咬合のチェックを行います。

通常の材料を使用して、対合の顎位の咬合採得を行います。

硬化後、スクリューを緩め、採得したバイトごと、スクリューが止まるとこ

ろまで引き抜いてください。ポストに採得したバイトが取ついた状態のまま

取り外し、ラボサイドへ送付してください。

バイトレジストレーションが取り込まれたバイトを模型内のインプラントア

ナログに装着し、スクリューにて固定します。対合の模型をバイトに取り付

け、咬合器にマウントします。

固定スクリューを止まる
ところまで引き抜いた状態
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0.5 mm                   2.0 mmGH*

J2255.3305            J2255.3320

バー修復

バーは、インプラントと安定した状態で接続されるデザインなので、上部構

造物を確実に固定することができます。

バー修復物の役割
・ 　デンチャーの転覆の防止

・　せん断力の分散

・　インプラントの安定と一次性連結

・　自由度の高さによる弾性のコントロール

カムログ ブリッジ用アバットメントには、幅広い種類のパーツが用意されて

いるため、既成およびカスタムメイドでの作製等、さまざまなオプションに

対応できます。

接着したバー構造（パッシブフィット）
チタン製のボンディングベース、鋳造して作製されたバースリーブを接着し

たバー構造体。

パッシブフィットシステムは確実にテンションフリーの状態でバーが固定で

きるオプションを提供します。

*GH: 歯肉の高さ

 

     

 

     

     

   

   

 

 

はじめに 製品の詳細

ブリッジ用アバットメントにはすべての径がラインアップされており、それ

ぞれ歯肉の高さが選択できます。

ブリッジ用アバットメント 3.3 mm
商品コード

0.5 mm                   2.0 mm                   4.0 mmGH*

J2255.3805            J2255.3820            J2255.3840

     

ブリッジ用アバットメント 3.8 mm
商品コード

 

 

     
 0.5 mm                   2.0 mm                   4.0 mmGH*

J2255.4305            J2255.4320            J2255.4340

     

ブリッジ用アバットメント 4.3 mm
商品コード

 

 

     
 0.5 mm                   2.0 mm                   4.0 mmGH*

J2255.5005            J2255.5020            J2255.5040

     

ブリッジ用アバットメント 5.0 mm
商品コード

 

 

     
 0.5 mm                   2.0 mm                   4.0 mmGH*

J2255.6005            J2255.6020            J2255.6040

     

ブリッジ用アバットメント 6.0 mm
商品コード
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バーフレームの最終締め付けトルク  15Ncm

   

 

 

     
 M1.6 
Ø3.3/3.8/4.3 mm

スレッド

J4005.1602　　　　　　　　 J4005.2002

     

商品コード

M2.0 
Ø5.0/6.0 mm

バー修復

ジンジバルハイトとは、インプラント‐アバットメント連結部
分（プラットフォーム）からバー接合面までの歯肉の高さを表
しています。

ジンジバルハイトの選択は、バー接合面と周囲歯肉の一番高いところとの距

離で決めますが、その距離が大体 0.5ｍｍくらいになるように選択します。

ブリッジ用アバットメント補綴スクリュー
すべてのバーベースは補綴スクリューによってブリッジ用アバットメントと

連結されます。最終セット時には新品のスクリューを使用してください。

アバットメントの緩みを防止するため、約５分後に必ず同じトルクでアバッ

トメントの増し締めを行ってください。尚、作業工程での補綴スクリューの

固定は手締めで行ってください。

0.5 mm

2 mm

4 mm

0.5 mm
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下記の２通りの方法で印象採得を行うことができます。

アバットメントレベルでの印象採得
ブリッジ用アバットメントを最終的に口腔内のインプラントに装着した後に

ブリッジ用アバットメント印象ポストで印象採得を行います。その後、ソル

ダリングエイド（ブリッジ用アバットメント用アナログ）を使用して石膏模

型を作製します。

インプラントレベルでの印象採得
ブリッジ用アバットメントを装着する前にインプラントレベルでの印象採得

を行います（オープンまたはクローズドトレー法）。その後、インプラント

アナログを使用して石膏模型を作製します。詳細はカムログインプラントシ

ステム 印象採得・咬合採得・暫間補綴インストラクションマニュアルを参照

してください。

印象採得のオプション アバットメントレベルでの印象採得

ブリッジ用アバットメントの装着
インプラントの埋入後、適切な歯肉の高さを確定しインプラントにブリッジ

用アバットメントを装着します。

ブリッジ用アバットメント着脱ツールを使用してブリッジ用アバットメント

をインプラントに挿入していきます。この着脱ツールは 3.3/3.8/4.3mm 用と

5.0/6.0mm 用の 2 種類があります。着脱ツールには一体化されたスクリュー

部分があり、このスクリューをブリッジ用アバットメントに手締めし、アバッ

トメントを保持します。

ブリッジ用アバットメント
着脱ツール
Ø3.3/3.8/4.3 mm
Ø5.0/6.0mm

ブリッジ用アバットメント
着脱ツールの接続部分

事前に清掃したインプラントにブリッジ用アバットメントを挿入し、トルク

ラチェットを着脱ツールに装着し所定のトルク値にて締め付けます。

ブリッジ用アバットメントの装着

Ø3.8/4.3/5.0/6.0mm
Ø3.3 mm 20Ncm

30Ncm

スクリューの緩みを可能な限り軽減させるため、アバットメントは約５分後

に、同じトルクで増し締めを行ってください。
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バー修復

ブリッジ用アバットメント
印象ポスト着脱ツール
（印象ポストおよびキャップ用）

印象採得の際、ブリッジ用アバットメント印象ポストをブリッジ用アバット

メント印象ポスト着脱ツールにあらかじめ連結してからブリッジ用アバット

メントに装着します。ブリッジ用アバットメント着脱ツールには Ø3.3/3.8/ 

4.3mm用とØ5.0/6.0mm用の 2種類があります。

あらかじめブリッジ用アバットメント印象ポスト着脱ツールと印象ポストを

連結させ、口腔内のブリッジ用アバットメントに印象ポストを装着します。

印象採得にはクローズドトレー法をお勧めします。シリコンまたはポリエス

テルの印象材を使用して下さい。

印象を外すと印象ポストは口腔内のブリッジ用アバットメントに装着された

まま残ります。

保持スクリュー

着脱ツール

印象ポスト

ブリッジ用アバットメント 
印象ポストと連結した状態
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再び印象ポストに印象ポスト着脱ツールを装着し、ブリッジ用アバットメン

トから取り外します。ブリッジ用アバットメントはそのまま口腔内に残りま

す。

ラボサイドへ印象と一緒に印象ポストを送付してください。

ヘックススクリュードライバーを使用して、径に合ったブリッジ用アバット

メントキャップを装着します。このキャップはブリッジ用アバットメントを

保護し、ジンジバフォーマーと同様の役割も果たします。

模型の作製
ラボサイドではブリッジ用アバットメント印象ポストをソルダリングエイド

に手締めし、一体化したものを印象内に戻します。ソルダリングエイドはす

べての径に応じたものがラインアップされています。（Ø3.3/3.8/4.3mm 用と

Ø5.0/6.0mm用の 2種類）

ブリッジ用アバットメント印象ポストと
ソルダリングエイドを装着して一体化に
した状態
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バー修復

適切な材料を使用して、通法に従って模型を作製します。

硬化後印象を取り外した状態では、印象ポストはソルダリングエイドに装着

されています。ソルダリングエイドから印象ポストを取り外します。計画に

沿ったバーベースに合わせてバーを作製します。

ソルダリングエイドを使用した
作業模型の状態
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0.5mm

ブリッジ用アバットメントの作業模型への装着
ラボサイドではインプラント径（カラーコード参照）および歯肉の高さから

適切なブリッジ用アバットメントを選択し、模型内のインプラントアナログ

に装着します。

ブリッジ用アバットメントを着脱ツールに連結します。ブリッジ用アバット

メント着脱ツールには Ø3.3/3.8/4.3mm 用と Ø5.0/6.0mm 用の２種類があり

ます。着脱ツールに内臓されたスクリューを手締めし、連結します。

そのままドライバーを手で模型内のインプラントアナログに締めこんでいき

ます。アバットメント‐バーの境界部分が歯肉縁上 0.5mm に位置するよう

にします。

模型上でバーの作製を行います。その際、シリコンインデックスを使用する

とプランニング時およびバー作製時にどれだけのスペースがあるか確認でき

ます。

ブリッジ用アバットメントが
装着された作業模型

重要事項
絶対にブリッジ用アバットメントを加工しないでください

ブリッジ用アバットメント
着脱ツール
Ø3.3/3.8/4.3 mm
Ø5.0/6.0 mm

インプラントレベルでの印象採得

シリコンインデックス使用時の作業模型
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バー修復

鋳造用プラスチックスリーブの長さは 14 ㎜ですが、咬合面側を補綴スク

リューの頭の部分の高さまではカットして短くして使用することもできま

す。

補綴スクリューと鋳造用
プラスチックスリーブ

バー構造体の製作
鋳造バー

バーの製作に関しては鋳造技術が使用できるバーのベース（鋳造用プラス

チックスリーブ）が用意されています。

フルキャスティングテクニック
鋳造用プラスチックスリーブ

フルキャスティングテクニックの際、焼却用のプラスチック（POM）ででき

たスリーブを使用して鋳造したバー構造体を作製します。ブリッジ用アバッ

トメントのための補綴スクリューは直径に応じてラインアップされており鋳

造用プラスチックスリーブとブリッジ用アバットメントを連結するために使

用されます。

注意
鋳造用プラスチックスリーブを変形させないために補綴スクリューは軽

く手締めのみにしてください。

例：
インプラントアナログ（チタン合金）を使用した作業用模型

ワックスアップ
プランニングに基づき鋳造用プラスチックスリーブに直接バー用のワックス

アップを施します。鋳造用プラスチックスリーブ上のワックスの厚みは最低

0.3mm にしてください。鋳造用プラスチックスリーブの壊れやすい部分は

ワックスで覆わないでください。ワックスやプラスチックでできた既成の

バーの構成部品はミリングバー構造体の作製にも使用できます。

重要事項
マッフルを焼却する際、熱膨張によってプラスチック部分の変形が起き

ることがあり、鋳造用プラスチックスリーブの周りの埋没材にダメージ

を与える恐れがあります。これは鋳造金属に埋没材が混入する原因とな

ります。熱する際にワックスが先に軟化しプラスチックが十分に広がる

スペースを確保するため、最低 0.3ｍｍのワックスの厚みを保つことが必

要です。

例：ミリングバー構造体

ブリッジ用アバットメント上で
の連結の状態
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埋没、鋳造、掘り出し
使用する鋳造システムのメーカーのマニュアルに従ってアバットメントを埋

没します。ワックス湿潤剤を使用することは推奨されません。湿潤剤の薄い

膜によって、マージン部またはインプラント接合面に余剰な鋳接用金合金が

流れる可能性があります。埋没の際、鋳造用リング内の正しい位置にワック

スアップを設置することが重要です。体積比とスプルーの角度は、金属結合

に必要な温度が得られるように選択する必要があります。これは特に体積の

大きなケースにおいて重要です。埋没材は、ベースの鋳接用金合金と鋳込む

鋳造用金合金の熱膨張係数と近い値をとるものを用いなければなりません。

リン酸塩系埋没材が推奨されます。メーカーの加工マニュアルに従うととも

に、混液比および予熱時間にも正確に準拠してください。急速加熱処理（ヒー

トショック対応のクリストバライト）を用いることは推奨されません。リン

グファーネスから取り出したら冷めないうちに速やかに鋳造を完了する必要

があります。

鋳造後、鋳造物はゆっくり時間をかけて常温にて冷却し、鋳造物を丁寧に取

り出します。その際、水流や超音波洗浄機などでやさしく丁寧に取り出して

ください。

鋳造後、ブリッジ用アバットメントとの接合部や補綴スクリューのねじ穴部

分のバリなどの除去や面を滑沢にするためには鋳造ベースフィニッシャーを

使用してください。

バーをトリミングした後、試適を行います。よい衛生状態を保てるように許

容範囲を確保しなくてはなりません。不十分な清掃や粘膜の変動も考慮し、

歯肉まで 2mmの距離を必ず確保してください。

２次構造のフレーム（例：エレクトロフォーミングテクニック等）が作成で

きます。

例：ミリングバーの構造物

鋳造ベースフィニッシャー
スクリュー側　
Ø3.3-4.3 用・Ø5.0-6.0mm用

例：エレクトロフォーミングで作成した
ミリングバー２次構造物と３次構造物

鋳造バー

鋳造バー
ベース

鋳造バー

鋳造バー
ベース

鋳造ベースフィニッシャー
アバット側　
Ø3.3-4.3 用・Ø5.0-6.0mm用

スクリュー穴のバリの除去および
滑沢化

内部のバリの除去および滑沢化
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バー修復

パッシブフィット用プラスチックスリーブ

バーの装着
作業用模型からブリッジ用アバットメントを取り外し、口腔内のインプラン

トに既定のトルク値にてセットします。バーをブリッジ用アバットメントに

装着し、新しい補綴スクリューをヘックススクリュードライバーを使用して

15Ncmにて最終セットを行います。新しく作成したフルデンチャーを装着し、

試適を行います。

パッシブフィット用プラスチックスリーブ

パッシブフィット用プラスチックスリーブ（POM）とチタン製の接着ベース

を使用して鋳造することもできます。パッシブフィットシステムは鋳造バー

をテンションフリーにて作成することを可能にします。バーの作成の際、バー

のスリーブ部分はチタンベースを覆う形になります。バー完成後、チタンベー

スを接着し、補綴物に取り込んだ状態で口腔内のブリッジ用アバットメント

に装着します。パッシブフィット用プラスチックスリーブの全長は14mmで、

咬合面側を補綴スクリューの頭の部分の高さまではカットして短くして使用

することもできます。

例：
インプラントアナログ ( チタン合金 ) を使用した作業模型

ワックスアップ
バーのワックスアップはパッシブフィット用プラスチックスリーブに直接行

います。プラスチックスリーブ上のワックスの厚みは 0.3mm 以上を保って

ください。パッシブフィット用プラスチックスリーブの壊れやすい部分は

ワックスで覆わないでください。ワックスやプラスチックでできた既成の

バーの構成部品はミリングバー構造体の作製にも使用できます。

埋没、鋳造および掘り出しに関しては、P28-29 バー構造体の製作・鋳造バー

を参照して下さい。  
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トリミング
鋳造体を埋没材から取り出し、スリーブ内部の固定用エッジ部（補綴スク

リューの座面）をラウンドバー (Ø 2.4mm) で除去します。補綴スクリューが

必ず軽く通るようにしてください。最終的なスクリュー座面はチタンベース

側に位置します。

ブリッジ用アバットメントの装着

鋳造体

トリミング後、模型に補綴スクリューを使ってチタンベースを装着します。

チタンベース上にバーを装着し、フィットを確認します。

バーが模型試適時にテンションフリーの状態であればチタンベースとの接着

が可能です。

バーとチタンベースの接着
バーフレームが完成後、模型からブリッジ用アバットメントを口腔内へ移送

し、手締めします。

補綴スクリューを手締めし、チタンベースをブリッジ用アバットメントに装

着します。

スクリュー内部の
固定用エッジの除去

補綴用スクリューの
可動性のチェック

チタンベースの装着

チタンベースの設置
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バー修復

その後、バーフレームをチタンベースにセットしフィットを確認します。必

ずバーはチタンベースに対してテンションフリーの状態にしてください。

接着材料の各メーカーのマニュアルに従って、バーフレームの接着面とチタ

ンベースの表面を調整します。接着前、接着面を慎重にサンドブラストする

ことをお勧めします。接着の際、補綴スクリューが接着材料と接触しないよ

うに気を付けてください。スクリュー上部の内側のヘックス（六角）部分を

ワックスなどで封鎖しておくとよいでしょう。硬化後、補綴スクリューを緩

め、バーをブリッジ用アバットメントから取り外し、余剰セメントを取り除

きスクリューを取り外します。その後、模型上で新しいフルデンチャーを作

製します。

バー構造体の挿入
ブリッジ用アバットメントを模型から取り外し、口腔内のインプラントに規

定トルクにて締め付けます。出来上がったバーをブリッジ用アバットメント

にセットし、新しい補綴スクリューをヘックススクリュードライバーを使用

して 15Ncm で最終締め付けを行います。その後、新しく作製したフルデン

チャーを装着します。
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バー支持のフルデンチャーの機能維持のために裏装が必要な場合、ブリッジ

アバットメント用ピンホルダーが使用できます。

ブリッジアバットメント用ピンホルダーは、間接法による裏装の際の裏装印

象を採得する場合にのみ使用されます。裏装印象時にバーの固定を行います。

口腔内にてバーをブロックアウトする必要がなく、裏装用模型に簡単に移送

できます。

ブリッジアバットメント用ピンホルダーには 2種類のサイズがあります。

裏装印象の準備
バー支持の補綴物を口腔内から取り外します。ヘックススクリュードライ

バーを使用して補綴スクリューを緩め、補綴物をブリッジ用アバットメント

から取り外してください。

ブリッジアバットメント用ピンホルダーは単回使用で使用前には必ず消

毒を行ってください（滅菌は出来ません）

バー支持によるフルデンチャーの裏装

ブリッジアバットメント用ピンホルダーM1.6 （黄色）

ブリッジ用アバットメントおよびソルダリングエイド

Ø3.3/3.8/4.3mmに使用できます

ブリッジアバットメント用ピンホルダーM2.0（青色）

ブリッジ用アバットメントおよびソルダリングエイド

Ø5.0/6.0mmに使用できます

加工

誤飲に気を付けてください !

ブリッジアバットメント用ピンホルダーの挿入
ブリッジ用アバットメントの径に応じたブリッジアバットメント用ピンホル

ダーを選択します。ヘックススクリュードライバーの先にピンホルダーを取

り付けスクリュー穴に押し込みます。ドライバーをピンホルダーに最後まで

しっかり押し込むことによって使用時の緩みを軽減します。ドライバーは簡

単に外すことができます。この状態で、患者口腔内に装着します。印象採得

直前にすべてのピンが正確にはまっているかどうかを確認（たとえば咬合面

を指で押さえるなどして）することが重要です。バーのブロックアウトは必

要ありません。

印象採得
バーの裏装印象採得は通常の印象採得と同様に行うことができます。印象材

がバーの下側のスペースにもいきわたるように確認します。補綴印象は印象

材の規定の時間が経過した後に取り外します。印象材で覆われた補綴印象の

中にピンホルダーがバーに残った状態で取り込まれます。

裏装模型の準備と作成
径にあったソルダリングエイドを選択します。バーのベースに挿入し、ピン

ホルダーでつないでおきます。その際、バーのベースとソルダリングエイド

が正確に連結されていることを確認します。必要であればソルダリングエイ

ドに粘度の高いワックスや同様のものを使用することもできます。

通常通り裏装模型を作製します。

裏装
裏装模型を作成した後、バーを模型に装着し補綴スクリューで連結します。

下の部分はブロックアウトして下さい。通常のバーの裏装の方法に従って裏

装は終了です。

バー及び補綴物の交換
新しい補綴スクリューを使って患者口腔内のブリッジ用アバットメントに

バーを固定します。その際 15Ncm での締め付けを行います。その後、補綴

物を装着し、咬合や装着具合を確認します。
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ボールアタッチメントシステム

ボールアタッチメントでのインプラントオーバーデンチャーは、垂直方向か

ら発生する多方向への動きを回転によって許容する可動式のアンカーシステ

ムです。ボールアタッチメントは通常、インプラントの荷重をできるだけ軸

方向へ受けるように、咬合面に垂直に設置します。

ボールアンカー修復物の役割
・　デンチャーのずれや転覆の防止

・　せん断力の分散

・　咀嚼時にデンチャーとインプラントの間に生じる応力の軸方向への伝達

・　自由度の高さによる弾性のコントロール

適応
・　接線方向の回転軸を保護するために２本のカムログインプラントを使用
       したインプラント支持による上下無歯顎フルデンチャ―

・　４本のカムログインプラントを使用したインプラント支持による上下無
        歯顎のフルデンチャ―

禁忌症例
・　歯列弓における奇数本のインプラント

・　接線方向の回転軸を阻害する不適切なインプラントの埋入位置

・　その他の維持装置とのコンビネーション

・　インプラント同士の平行性がなく、軸方向のずれが 10°以上ある場合

はじめに

ボールアタッチメントは直径 3.3mm / 3.8mm / 4.3mm / 5.0mm および３種類 *

のジンジバハイトがラインアップされ、径ごとにカラーコードが付与されて

います（下図参照）。ボール部分の直径はすべて 2.25mmです。

ボールアタッチメントの座面

製品の詳細

ボールアタッチメント用着脱ツール（トルクレンチ用）はカムログインプラ

ント内の最終位置にボールアタッチメントを装着するために使用します。最

終締め付けトルクは

Ø3.3mm　　 20Ncm

Ø3.8/4.3/5.0mm 30Ncm

装着後、ボールアタッチメントの座面は歯肉縁上約 1mm になるように設定

します。

1.5 mm
3 mm

4.5 mm

ボール部分の直径　2.25mm

ボールアタッチメントの歯肉の高さ (GH) 

ボールアタッチメント用着脱ツール

*Ø3.3mmは２種類のみ
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ボールアタッチメントに使用するダルボプラス ベーシックフィメール（ダ

055752) の内部にあるラメラリテンションを回転させることによって、維持

力の強弱を調整が可能です。このことによって、より適切にインプラント支

持のフルデンチャーを使用することができます。調節の際は、ボールアタッ

チメントフィメール用アクチベーターを使用して下さい。

ボールアタッチメント　3.3mm用
商品コード J2249.3315 J2249.3330

GH 1.5mm 3.0mm

ボールアタッチメント　3.8mm用
商品コード J2249.3815 J2249.3830

GH 1.5mm 3.0mm

J2249.3845

4.5mm

ボールアタッチメント　4.3mm用
商品コード J2249.4315 J2249.4330

GH 1.5mm 3.0mm

J2249.4345

4.5mm

ボールアタッチメント　5.0mm用
商品コード J2249.5015 J2249.5030

GH 1.5mm 3.0mm

J2249.5045

4.5mm

ダルボプラス ベーシック
フィメールを装着した
ボールアタッチメント

ボールアタッチメント
フィメール用
アクチベータ

ラメラリテンションイ
ンサート
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ボールアタッチメント用ラボアナログ （スタビライザー付）
商品コード

インプラント直径 3.3 mm 3.8 mm 4.3 mm 5.0 mm

ボールアタッチメントシステム

印象採得の方法

ラメラリテンション
インサートがすべて
締めこまれた状態 

保持力の設定
ラメラリテンションインサートの最大の保持力は約 1,200g です。出荷時に

は約200gに設定されています。アクチベーターを使用してラメラリテンショ

ンインサートを開閉させることによって保持力の調整ができます。

突発的な誤調整を防止するためにラメラリテンションインサートの割れ目部

分にはテーパーが少し付与されています。
重要事項
ラメラリテンションインサートがハウジングより

はみ出さないように必ず注意してください（→参

照）。保持力が低下し、フィメール部分が浮き上

がる可能性があります。

印象採得には 2通りの方法があります。

インプラントレベルでの印象採得による
新しいボールアタッチメント支持のフルデンチャーの製作
新しい補綴物の製作のためのボールアタッチメント装着前にオープンまたは

クローズドトレー用インプレッションポストを使用してインプラントレベル

での印象採得を行います。その後、インプラントアナログを使用して石膏模

型を作製します（参照：石膏模型の作製　P13-15）。その他印象採得に関す

る詳細はカムログインプラントシステムマニュアル・印象採得、咬合採得、

暫間修復を参照してください。

エクステンションデンチャー作製時の機能印象と組み合わせる場合は、オー

プントレー法で印象採得を行ってください。

既存のフルデンチャーを使用してボールアタッチメントによるデン
チャーの製作の印象採得および / または既存のボールアタッチメン
ト支持のフルデンチャーの裏装印象を行う場合
口腔内に装着されたボールアタッチメントの印象採得を直接行います。ボー

ルアタッチメント用アナログを使用して石膏模型を作製します。ボールア

タッチメント用アナログは 3.3/3.8/4.3/5.0ｍｍの径に応じてラインアップさ

れ、すべてスタビライザーが付属しています。

ラメラリテンション
インサートが全開の
状態

アクチベーターを使
用しての調節

J3015.3300 J3015.3800 J3015.4300 J3015.5000
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複印象用パーツでの製作
複印象用パーツの代わりにベーシックフィメールが使用できます

ボールアタッチメントの選択と装着
インプラントアナログを使用して石膏模型を作製した後、ボールアタッチメ

ントを装着します。径と歯肉の高さにあったボールアタッチメントを選択し、

ボールアタッチメント用着脱ツールを使用してインプラントアナログに閉め

こんでいきます。

高さを一定にするために、歯肉マージンとインプラントレベルの位置の差異

に応じて高さの違うアバットメントを選択できます。最良の維持を得るため

にはアバットメントのボール部分の高さが一定であることが望まれます。

ボールアタッチメントの座面は歯肉縁上約 1mmになるように設定します。

複印象用パーツのアラインメント
ボールアタッチメント用ラボアナログに同梱されているスタビライザー（白

いリング）をボールアタッチメント上に装着し、デュプリケーションエイド

（赤）をはめ込みます。その際、デュプリケーションエイドはインプラント

軸と平行になるようにします。インプラントの平行性が取れていない場合は、

スタビライザーは使用しません。また、インプラント軸の平行性のずれは、

10°以内でなければなりません。デンチャーの取り外しや装着の方向は、フィ

メールの維持機構やラメラリテンションインサートを円滑に機能させるため

に重要です。複印象用パーツは、通常の装着方向からボールアタッチメント

上に平行性を保って装着させ、ワックスで固定します。また、フィメールを

複印象用パーツの代わりに使用することもできます。

メタル補強一体型ボールアタッチメント支持
フルデンチャーの作製

1mm
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ボールアタッチメントシステム

複印象の作製
複印象用パーツのアラインメント（平行性）を取った後、アンダーカット部

分をワックスでリリーフします。フィメールを使用するときはワックスで薄

く一層 (0.3mm) カバーします（ボンディングスペースの確保）。

補強用メタルフレームの作製
テレスコープ用フレームと同じ手法で、補強用メタルフレームのワックス

アップを作製します。シリコンインデックスを使用して模型をチェックし、

余剰セメント用に穴あけ加工を施します。そして、遊離端部分とインプラン

ト間に粘膜と接触する部分を設けます。

補強用メタルフレームの鋳造およびトリミングの後、模型上で試適を行いま

す。補強用メタルフレームはマトリックス上でテンションフリーの状態で、

かつ平行性を変えることはできません。

複印象の完成

補強用メタルフレームのワックスアップ
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フィメール部分とメタルフレームとの接着

フィメール部分の補強用メタルフレームへの接着
接着部分の表面処理を行います。必ず接着剤のメーカーの指示に従ってくだ

さい。フィメール部分をフレームに接着します。接着前にはラメラリテンショ

ンインサートを緩めて機能しないようにしておき、また、接着剤が入らない

ようにブロックアウトしておきます。その際、ラメラリテンションインサー

トがフィメール部分のハウジングのマージンを越えないように注意してくだ

さい。緩めすぎてマージンを越えてしまうと、ボールアタッチメント側に接

触して浮き上がってしまいます。マトリックスは複模型作成中、ボールアタッ

チメントに装着し、同じ位置関係にセットします。

接着にはメタルアタッチメント用接着剤をメーカーの指示に従い使用してく

ださい。

セットアップと試適
シリコンインデックスを使用して、補強用メタルフレームに人工歯を配列し

ていきます。デンチャーを完全にワックスアップし試適できるように準備し

ます。試適時にはラメラリテンションインサートは機能しないようにしてお

きます。咬合高径、咬合、咀嚼、テンションフリー装着、審美性等をチェッ

クします。

フィニッシング
試適後、通法通りに熱重合や常温重合式の床用レジンにより完成させます。

フレームにはピンクオペーク等を事前に塗布しておきます。フィメールハウ

ジング部分にレジンが入り込まないように（ワックスやシリコン等で）シー

ルしておきます。ボールアタッチメントを使用したデンチャーは長期予後の

ために、簡便な清掃性と正しく機能することが重要です。

完成したボールアタッチメントを使用
したフルデンチャー
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ボールアタッチメントシステム

ボールアタッチメントの装着
ジンジバフォーマーを外し、インプラント体内部を清掃し、ボールアタッチ

メント用着脱ツールにボールアタッチメントを接続して手締めにてインプラ

ントに装着します。その後、トルクラチェットにて下記の規定トルクにて締

め付けを行います。

ボールアタッチメントの締め付けトルク
Ø3.3 ｍｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20Ｎcｍ

Ø3.8/4.3/5.0 ｍｍ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   30Ｎcｍ

スクリューの緩みを可能な限り軽減するため、必ず約５分後に同じトルクで

アバットメントの増し締めを行ってください。

アクチベーターを使用してラメラリテンションの保持力の調整を行った後、

デンチャーを患者口腔内に装着してください。

咬合および咀嚼を確認したのちに終了です。

重要事項
スタビライザーリングは口腔内では装着しません。
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1 mm

原理から考えると、既存の粘膜支持型フルデンチャーをボールアタッチメン

ト支持型に置き換えることができます。ただし、補綴物の強度が若干低下す

ることがあります。それはインプラントでサポートされたデンチャーでは、

咀嚼力が増加することが知られており、デンチャーが補強されていない場合

は破損につながる可能性があります。

この方法はあくまで、暫間の処置として使用するほうがいいでしょう。

ボールアタッチメントの選択
インプラント部位の治癒後、ボールアタッチメントの装着を行います。口腔

内において適切な歯肉の高さと直径を考慮したうえで、ボールアタッチメン

トを選択し、清掃されたインプラント体にボールアタッチメント用着脱ツー

ルを使用して、まず手締めでインプラントに装着し、その後トルクラチェッ

トを使用して規定トルクにて締め付けを行います。締め付けトルクはＰ40 を

参照ください。

高さを一定にするために、歯肉マージンとインプラントレベルの位置の差異

に応じて高さの違うアバットメントを選択できます。最良の維持を得るため

にはアバットメントのボール部分の高さが一定であることが望まれます。

ボールアタッチメントの座面は歯肉縁上約１mmになるように設定します。

ボールアタッチメントの印象採得
ボールアタッチメントの印象を直接行う場合、付属品は使用しません。（ス
タビライザー等）印象材料でボールアタッチメントを完全に覆ってください。
印象材はシリコンかポリエーテル系をお勧めします。

既存のフルデンチャーをボールアタッチメント維持
のフルデンチャーにする場合
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ボールアタッチメントシステム

印象採得後、インプラントの径をラボサイドへ必ず伝えてください。サイズ

に応じたボールアタッチメント用ラボアナログ（真鍮・この際、スタビライ

ザーは使用しません）を印象内に差し込みます。円形座面のガイド部分によ

り、インプラントの軸方向が正確にマスターモデル上に反映されます。模型

は、通法に従い、適切な材料を使用して作製してください。

注記
模型上での試適で凹状に削合後、デンチャーの内面がフィメールやブロッ

クアウトに接触しないようにして下さい。

フィメールの装着
フィメールを装着する前にラメラリテンションインサートをワセリンで分離

します。フィメールを新規デンチャー作製時と同様の手法で装着・整列しま

す。下の部分は石膏にてブロックアウトしてください。また、アクリルがフィ

メール内部に入り込まないようにしてください。

既存の補綴物の底面は凹状そしてフィメールの部分は特に穴をあけておいて

ください。この穴は接着剤の逃げ道の確保とチェックのために使用されます。

フィメールのハウジングは、表面処理後ピンクオペークを塗布しても構いま

せん。

ボールアタッチメント用ラボアナログの印象内への挿入

石膏模型の作成
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フィメールのハウジングを直接裏装法と同じ手法で、軟性常温重合型レジン

にて固定します。フィメールは必ずアクリルで覆ってください。硬化後、補

綴物を取り出し、トリミングやフィメール内部の清掃をします。

アクチベーターを使用してラメラリテンションを調節し（P36 保持力の設定

参照）、咬合や最終補綴の最終調整をしてください。
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ボールアタッチメントシステム

デンチャー支持面のチェックは定期的に行い、必要に応じて裏装などで調整

し、長期的に機能できるようにボール面および軟組織の支持を確認します。

印象採得
裏装印象の手法に従って、デンチャーの粘膜面を準備します。印象が簡便に

取り外せるように、アクチベーターを用いてフィメールを印象前に緩めてお

き、機能しないようにしておきます。この際、ラメラリテンションインサー

トがハウジングから飛び出さないように注意してください（P36 保持力の設

定参照）。

裏装印象は付属品を使用せず、ボールアタッチメントに直接行います。印象

材は必ずボールアタッチメントを完全に覆うようにし、一体化するようにし

てください。シリコンまたはポリエーテル系の印象材を使用します。

模型の作製
印象採得後、インプラントの径をラボサイドへ必ず伝えてください。サイズ

に応じたボールアタッチメント用ラボアナログ（真鍮・この際、スタビライ

ザーは使用しません）を印象内に差し込みます。円形座面のガイド部分によ

り、インプラントの軸方向が正確にマスターモデル上に反映されます。模型

は、通法に従い適切な材料を使用して作製してください。

ボールアタッチメント支持のフルデンチャーにおけ
る裏装



インプラントオーバーデンチャー

45

デンチャーの裏装は通法通り行ってください。裏装後はデンチャーの調整と

フィメール内部の清掃を行います。

注記
裏装前にアクリルがフィメール内部に混入しないように、必ずフィメー

ル内部をワセリンで保護してください。

ボールアタッチメントの選択

その後、歯科医師がアクチベーターを使用してラメラリテンションインサー

トの維持力を調節します（P36 保持力の設定参照）。咬合を確認し、最終位置

にてデンチャーをセットします。

注記
ボールアタッチメントの清掃は適切な器具を使用してください。金属製

の器具を使用するとボールアタッチメントを傷つける可能性があります

ので使用しないでください。

経過観察 /リコール

初期段階におけるボールアタッチメント支持のデンチャーの機能性の経過観

察は３か月ごとに行います。そうすることによって有害なデンチャーの動き

を早期に発見でき、フィメールの交換・活性化・非活性化、裏装、咬合のチェッ

クなどの適切な方法を用いて取り除くことができます。

デンチャーを清掃し、口腔衛生状態が悪い場合には、衛生指導を再度行って

ください。

ラメラリテンションインサートの取り換え
ラメラリテンションインサートは摩耗や荷重等によって保持力が低下する場

合があります。交換の際はアクチベーターを使用して反時計回りに緩めると

外れます（P36維持力の設定参照）。そして新しいラメラリテンションインサー

トをフィメールのハウジングに挿入し、時計回りに回して装着します。必ず

軸方向に正しく入っていることを確認して下さい。正確にラメラリテンショ

ンインサートの保持力を調整するために、あらかじめいっぱいまで閉めこん

だ状態から１回転緩めます。この方法で保持力は約２００ g になります（出

荷時のセッティング）。全体の保持力はデンチャーの装着時に個々に調整を

行ってください。
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テレスコープテクニック

可撤式の上部構造体の場合、最低でも上顎６本、下顎に関しては４本のイン

プラントを埋入することをお勧めします。延長等による過剰な負荷を補綴デ

ザインによって防ぐべきです。２次（テレスコープクラウン）または１次（バー

タイプ）連結構造体のテンションフリーによるインプラントへの装着が “パッ

シブフィット” と呼ばれます。テレスコープテクニックの場合、この状態は

２次コーピングの口腔内での３次フレームワークへの接着によって得られま

す（例：エレクトロフォーミングコーピング）。上部構造のテンションフリー

による装着がインプラント補綴の長期の成功のために非常に重要です。口腔

内での２次コーピングと３次フレームワークの接着をお勧めします。

注意
ユニバーサルアバットメント PS でテレスコープテクニックを行う場合の

印象採得には、インプレッションポスト PS クローズドトレー用または

オープントレー用を使用します。

はじめに

製品の詳細

印象採得および模型製作

チューブインチューブによるカムログコネクションの回転安定性と精度の高

い製作によってカムログのアバットメントはテレスコープテクニックによる

修復物の作成に適しています。２次コーピングを作成する方法には下記の２

つがあります。

・　エレクトロフォーミングによる２次コーピング

・　テレスコープクラウンタイプに類似した鋳造による２次コーピング

ユニバーサルおよび UCLA アバットメントでテレスコープテクニックを行う

場合の印象採得には、通常のインプレッションポスト クローズドトレー用ま

たはオープントレー用が使用できます。

インプラントアナログを使用して模型を作製します。詳細は、P12-15 インプ

ラントレベルでの印象採得およびインプラントアナログを使用した模型の作

製を参照してください。 

アバットメントをミリングする場合、一般的にはミリング用の模型を別に作

成することをお勧めします。ミリング用の模型の作成は、適切なアクリルで

連結された印象ポストを使用して、作業模型のインプラントアナログの位置

を再現させます。印象ポストのトランスファー部分（スクリューではない部

分）で連結します。

ミリングテクニックのための模型製作

インプラントアナログを使用した作業模型

インプレションポスト オープントレーを
接続した状態
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ラボスクリュー 0.05” ヘックスは茶色の陽極酸化による着色がされています。

また、手締めのみで使用してください。アバットメントに付属している新し

いアバットメントスクリューは最終セット時に使用してください。

アクリルの硬化後、インプレッションポストにインプラントアナログを接続

し、超硬石膏でミリング用模型を作成します。この際、径を間違えないよう

に注意してください（カラーコードを参考）。

ラボスクリュー 0.05” ヘックス
特にアバットメントの模型装着時等、補綴物製作時にはラボスクリューの使

用をお勧めします。

平行測定器にアクリルで連結されたポストのトランスファー

商品コード

ラボスクリュー 

0.05” ヘックス

スレッド

J4006.1601 J4006.2001

 
M1.6 
Ø3.3/3.8/4.3 mm

   M2.0 
Ø5.0/6.0 mm

インプレッションポストの取り外し

インプラントアナロ
グへの装着

ミリング用模型の作成
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テレスコープテクニック

ユニバーサルアバットメント  　
商品コード K2211.3800 K2211.4300 K2211.5000 K2211.6000

ユニバーサルアバットメント PS  　
商品コード K2201.3800 K2201.4300 K2201.5000 K2201.6000

テレスコープクラウン修復の際には、ユニバーサルアバットメントおよびユ

ニバーサルアバットメント PS を使用することができます。チタン合金製で、

トリミングを施して形態修正することができます。この際、最大 20°までの

インプラント軸方向のずれに対応できます。各径毎にカラーコード化された

ユニバーサルアバットメントは 3.8/4.3/5.0/6.0mm がライアップされており、

いずれもアバットメントスクリューが付属しています。

ユニバーサルアバットメントおよび
ユニバーサルアバットメント PS
（プラットフォームスイッチング用）

注記
維持力の理由から、直径 3.3mm のユニバーサルアバットメントはテレス

コープクラウン修復には適していません。

重要事項
・　プラットフォームスイッチング用のパーツのラベルには PS の表記が

　　されており、Kの商品コードがついています。

・　テレスコープクラウンでのプラットフォームスイッチングはユニバー

　　サルアバットメント PS とスクリューインプラント K- シリーズの組み

　　合わせのみ可能です。
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形成の各段階で２次パーツを受けるための３次フレームワークのスペースを

シリコンインデックスと人工歯を用いて確認します。

まず最初に、アバットメントの高さを調整します。充分な維持を確保するた

め、機能部の長さが 5mm を下回らないようにします。挿入方向を決定し、

ミリングテーブル上でアバットメントを形成します。チタンのオーバーヒー

トによる表面の硬化（αケース酸素濃化層）を避けるため、形成の際の回転

数には必ず注意してください。

カムログアバットメントの形成
例：ユニバーサルアバットメントを使用
模型の作製後、ユニバーサルアバットメントをインプラントアナログに挿入

し、アバットメントスクリューにて連結します。シリコンインデックスを使

用して高さや軸方向のマーキングを行います。

模型上でのシリコンインデックスと人工歯によるスペースの確認

エレクトロフォーミングの場合はメーカーの仕様に従ってください。鋳造の

場合は通常のテレスコープクラウンテクニックと同様に作成します。キャッ

プの回転防止のため、アバットメントをやや楕円形気味に切削します。表面

は均一でなければなりません。

注記
エレクトロフォーミングによる 2次パーツ
エレクトロフォーミングはメーカーの指示に従ってください。径に応じた

インプラントアナログにラボスクリューを使用してアバットメントを装着

します。厚みは 0.2-0.3mm 必要です。エレクトロフォーミングは層が薄

いため２次コーピングが不安定になるので、直接レジンデンチャーとの重

合ができません。そのため３次フレームワークを必ず作成します。

鋳造による 2次コーピング
２次コーピングの厚みは約0.5mmにします。作成は通常のクラウンブリッ

ジの方法に準じて行います。

注意
２次コーピングと既成アバットメントを混在させないでください。コーピ

ングおよび作業模型の両方の唇側にマーキングを施すことをお勧めしま

す。

2 次パーツの作成
次に２次パーツまたは上部構造体を作製します。インプラント補綴の長期の

成功のためには、上部構造がテンションフリーで装着されることが重要です。

２次パーツの３次フレームワークへの接着は口腔内で行うことをお勧めしま

す（パッシブフィット）。
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２次コーピングの頸部マージンは金属に置き換えてから調整、再現します。

３次フレームワークはチタンもしくはノンプレシャス合金を使用します。２

次コーピングとの接着効率を向上させるために、サンドブラスト等を使用し

て接着面を粗造にします。これに続く工程は口腔内にて行います。

口腔内での２次コーピングの接着
口腔内において、適切なメタル用ボンディング材を使用して２次コーピング

と３次フレームワークの接着を行います。口腔内のインプラント体内部を清

掃し、アバットメントスクリューを使用して形成されたアバットメント (１

次パーツ ) を手締めにて連結します。そして３次フレームワークを装着し、

適合や均一なセメントスペースの確保等を確認します。

テレスコープテクニックの 3次フレームワーク

メタルフレームはレジンベースを安定させ２次コーピングを安全に維持する

ために不可欠です。メタルフレームを作製するために作業模型をブロックア

ウトし、コーピングのワックスアップ (0.3mm の接着スペースを考慮 ) の後、

複模型を作成します。

シリコンインデックスで確認しながら複模型上で３次フレームワークをワッ

クスアップします。

テレスコープテクニック
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接着の手順はメーカーの指示に従ってください。

メタル用ボンディング材の硬化後、テンションフリーの状態で接着された２

次コーピングが取り込まれたメタルフレームを口腔内から取り外します。ア

バットメントを外し、２次パーツとアバットメントの仕上げのためにラボへ

戻します。接着した３次フレームが主模型にテンションフリーの状態で戻ら

ない場合、干渉しているアバットメントを模型から外し、次の手順に進みま

す。

接着部位をトリミングし（余剰の接着剤の除去）、審美性を向上させるため

にデンチャーカラーのオペークを塗布し（オプション）、デンチャーを完成

させます。

補綴物のセット
インプラント体の内部の清掃後、アバットメントのマークを唇側に向け挿入

し、新しく未使用のアバットメントスクリューを使用してインプラントにア

バットメント (１次パーツ ) を装着します。トルクラチェットとヘックススク

リュードライバーを使用して、20Ncmにて締め付けます。

スクリューの最大限のテンション保持のため、、カムログのアバットメント

スクリューは約５分後に同じトルクで増し締めを行ってください。スク

リューの緩みの防止につながります。

衛生上の理由から、適切な材料（たとえばコンポジット等）を使用して、アバッ

トメントのスクリューホールを封鎖します。最初にスクリューヘッドの部分

の内面を除去可能な柔軟な素材でふさぎます。

ヒント：
アバットメント（１次コーピング）のスクリューホールの封鎖の際、最終の

表面は凹面になるようにします。また、すべてのレジンの残渣はデンチャー

が確実に装着できるように除去しておきます。
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UCLA アバットメント 
商品コード J2245.3800 J2245.4300 J2245.5000

UCLA アバットメント
UCLA アバットメントは高融鋳接用金合金製の既成ベースとスクリューのア

クセスホールを確保するための焼却用プラスチックスリーブ（POM）で構成

されています。このスリーブにより、鋳造されたフレームワークのアクセス

ホールがきれいに仕上がります。また、ベースに固定されたスリーブはフレー

ムデザインに応じて短く削合調整することも可能です。

UCLA アバットメントはインプラント軸の平行性がない場合、鋳接のテクニッ

クを使用してテレスコープクラウンタイプの支台に使用することができま

す。

UCLA アバットメントについて

UCLA アバットメント 

重要事項
UCLA アバットメント（J2245.XX00) は Ø3.3/3.8/4.3/5.0mm 用のみで、J

のタイプのカムがついています。ご使用時にはインプラントの種類をあ

らかじめご確認ください。

ベース部分
鋳接用金合金製

プラスチック
スリーブ
（POM製） J

J のタイプのカムがつ
いています

注記
直径 3.3mm の UCLA アバットメントはテレスコープクラウン修復には適

していません。

0,65g  0,83g  0,91g主要部分のメタル重量（約）

鋳接の際には高カラットの鋳造用金合金のみが推奨されます。

プラスチックスリーブの形成
模型を作製後、UCLA アバットメントをインプラントアナログに挿入し、ラ

ボスクリューを使用して連結します。シリコンインデックスを使用して、プ

ラスチックスリーブの長さを調整します。充分な維持を確保するため、機能

部の長さが 5mmを下回らないようにします。

テレスコープテクニック
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埋没および鋳造
使用する鋳造システムのメーカーのマニュアルに従ってアバットメントを埋

没します。ワックス湿潤剤を使用することは推奨されません。湿潤剤の薄い

膜によって、マージン部またはインプラント接合面に余剰な鋳接用金合金が

流れる可能性があります。埋没の際、鋳造用リング内の正しい位置にワック

スアップを設置することが重要です。体積比とスプルーの角度は、金属結合

に必要な温度が得られるように選択する必要があります。これは特に体積の

大きなケースにおいて重要です。

ワックスアップ
UCLA アバットメントを用いて通常のテレスコープテクニックと同様に 1 次

パーツを作成します。ベース部を取り囲うワックスパターンは確実な湯まわ

りを得るために最低 0.7 mm以上の厚さが必要です。

J

ベースのマージン部分は最低
0.3mm のメタルマージンを残
すようにしてください

Jのタイプのカム

注意
ベースのマージン部がワックスで完全に覆われないように最低 0.3mm のメ

タルマージンを残すようにしてください。

ワックスアップを完了した後、適切な薬剤を用いてベースのメタルマージン

部およびインプラント接合面に付着した余剰ワックスや分離剤を清掃します

（アルコールを浸した綿棒などを用います）。
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埋没材は、ベースの鋳接用金合金と鋳込む鋳造用金合金の熱膨張係数と近い

値をとるものを用いなければなりません。リン酸塩系埋没材が推奨されます。

メーカーの加工マニュアルに従うとともに、混液比および予熱時間にも正確

に準拠してください。急速加熱処理（ヒートショック対応のクリストバライ

ト）を用いることは推奨されません。リングファーネスから取り出したら冷

めないうちに速やかに鋳造を完了する必要があります。

掘り出し
鋳造後、ゆっくりと鋳造物を室温まで冷却させて丁寧に取り出します。

重要事項
鋳造物を掘り出す際に絶対にサンドブラストは使用しないでください。

使用した場合、インプラント接合部におけるアバットメントとの精度の

高い適合が失われることになります。

水流や超音波洗浄機による優しく丁寧な鋳造体の掘り出しを推奨します。

鋳造の質
鋳造物の堀り出し後、インプラント接合面に及ぶ湯まわり、不完全な流出ま

たは鋳ばり / 気泡などの鋳造欠陥が見られた場合、作業をやり直す必要があ

ります。既製ベース部の精度と補綴修復の長期的成功に著しく悪影響を与え

るためです。

トリミング
鋳造後、アバットメントのミリングを行います。

テレスコープテクニック

鋳接用金合金に関する説明
鋳造金合金の熔解には液相点 1,350℃（2,462°）を超えない範囲で設定され

る必要があります。ベースに用いられている高融点鋳接用金合金の熔解範囲

は、1,400℃～ 1,490℃（2,552°～ 2,714°）です。

鋳接用金属には、金高配合タイプのもので、鋳接用高融点タイプ金合金また

は同等のものをご使用ください。詳しくは、合金メーカーの説明書をご参考

ください。

ニッケルまたはコバルトが含まれる構成品が付属する金合金の使用はベース

部を破壊する可能性があるため、推奨されません。適当でない合金を使用し

た場合、鋳造用金合金とベースの間で電界腐食の原因となったり、イオン溶

出を起こしやすい不安定な状態になる可能性があります。

F

FF
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エレクトロフォーミングの場合はメーカーの仕様に従ってください。鋳造は

通常のテレスコープクラウンテクニックと同様に行います。キャップの回転

防止のため、アバットメントをやや楕円形気味に切削します。表面は均一で

なければなりません。

形成の各段階で２次パーツを受けるための 3 次フレームワークのスペースを

シリコンインデックスと人工歯を用いて確認します。

２次パーツの作成
次に２次パーツまたは上部構造体を作製します。インプラント補綴の長期の

成功のためには、上部構造がテンションフリーで装着されることが重要です。

２次パーツの３次フレームワークへの接着は口腔内で行うことをお勧めしま

す ( パッシブフィット）。

注記
エレクトロフォーミングによる２次パーツ
エレクトロフォーミングはメーカーの指示に従ってください。径に応じた

インプラントアナログにラボスクリューを使用してアバットメントを装着

します。厚みは 0.2-0.3mm 必要です。エレクトロフォーミングは層が薄

いため２次コーピングが不安定になるので、直接レジンデンチャーとの重

合ができません。そのため 3次フレームワークを必ず作製します。

鋳造による 2次コーピング
２次コーピングの厚みは約0.5mmにします。作成は通常のクラウンブリッ

ジの方法に準じて行います。

注意
２次コーピングと既成アバットメントを混在させないでください。コーピ

ングおよび作業模型の両方の唇側にマーキングを施すことをお勧めしま

す。

テレスコープテクニックの３次フレームワーク、口腔内での２次コーピング

の接着、および補綴物のセットに関する詳細は P50-51 を参照してください。
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インプラントアナログ  　
商品コード

直径 (mm)

J3010.3300 J3010.3800 J3010.4300 J3010.5000 J3010.6000

3.3 3.8 4.3 5.0 6.0

模型用マージントリマーチップ  　
商品コード

直径 (mm)

J3706.3300 J3706.3800 J3706.4300 J3706.5000 J3706.6000

3.3 3.8 4.3 5.0 6.0

ラボスクリュー ( 技工作業用 )  　
商品コード

J4006.1601

J4006.2001

ヘックススクリュードライバー　
商品コード

J5316.0510

J5316.0501

ユニバーサルハンドル 　
商品コード

J3709.0010

J3709.0015

J5316.0502

付属品および補綴用器具

ユニバーサルハンドル

アバットメント形成用ホルダーセット、ラボスクリュー 2本（スレッドM 1.6 お
よびM 2.0）ならびに直径 3.3、3.8、4.3、5.0、6.0 mm用形成インサート付

品名

ショート

エクストラショート

品名

ラボスクリュー 0.05” ヘックス（5.0-6.0）

ラボスクリュー 0.05” ヘックス（3.3-4.3）

品名

ロング

模型用マージントリマーチップ  　
商品コード
J3711.0010

J3711.0015

J3711.0020

J3711.0025

鋳造ベースフィニッシャーアバット側 (3.3-4.3)

鋳造ベースフィニッシャーアバット側 (5.0-6.0)

鋳造ベースフィニッシャースクリュー側 (3.3-4.3)

鋳造ベースフィニッシャースクリュー側 (5.0-6.0)
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チタン合金 TI6AL4V
成分（%）:
仕様

物性 :

最大 5.5~6.75
最大 3.5~4.5
最大 0.3
最大 0.08
最大 0.05

Al
V
Fe
C
N

Ti ~ 90
引張強度 860MPa/ 分
延展性 10％

最大 0.015H

マテリアルインフォメーション

チタングレード４
成分（%）:
仕様

物性 :

最大 0.4
最大 0.3
最大 0.1
最大 0.05
最大 0.125

O
Fe
C
N
H

Ti > 99.0
引張強度 680MPa/ 分
延展性 10％

物性 :

ゴールド ( 鋳造用金合金 )
成分（%）:
仕様

60
20
19
1
1400-1490℃

Au
Pd
Pt
Ir

融解範囲

弾性係数 136 GPa
熱膨張係数 (20-500℃) 11.9μm/m・℃

17.5g/cm3密度

熱膨張係数 (20-600℃) 12.2μm/m・℃

色 白
引き抜き加工

ビッカース硬度HV5 >215
引っ張り強さ (Rm) >750 MPa

0.2% 耐力 >650 MPa
>2%破断点伸度
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その他の情報

他の文書
他の文書

カムログ製品に関するその他の情報に関しては、下記の文書をご参照くださ

い。

・最新のプロダクトカタログ

・添付文書　各カムログ製品に付属

・マニュアル

・www.camlog.com

商標名および著作権
保護された商標名（登録商標）は特別に明示しておりません。明示の無い場

合でも、商標名が登録されていないことを意味するものではありません。本

文書は、すべての内容を含めて著作権で保護されています。CAMLOG 

Biotechnologies AG 社との合意によらない著作権の範囲を超えた使用は認め

られず、法律による処罰の対象となります。







カムログインプラント   医療機器承認番号【高度】21200BZY00584000
カムログインプラント K- シリーズ 医療機器承認番号【高度】22200BZX00868000
カムログアバットメント  医療機器承認番号【高度】21200BZY00583000
カムログインプラント 手術器具 医療機器届出番号【一般】27B1X00027000012
カムログインプラント 補綴用器具 医療機器届出番号【一般】27B1X00027000026
バイトレジストレーションポストショート キャップ付 医療機器届出番号【一般】27B1X00027000065
ブリッジアバットメント用ピンホルダー 医療機器届出番号【一般】27B1X00027000066
印象用キャップ  医療機器届出番号【一般】27B1X00027000067
ブリッジ用アバットメント印象ポスト 医療機器届出番号【一般】27B1X00027000068
インプレッションポスト  医療機器届出番号【一般】27B1X00027000069
インプラントアナログ　  医療機器届出番号【一般】27B1X00027000081
ヘックススクリュードライバー 0.05 インチ　医療機器届出番号【一般】27B1X00027000085
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